
2.3)疾患別リハビリ提供単位数
（回復期リハビリテーション病棟）

• 疾患種別ごとのリハビリテーション提供単位数です。
脳血管は以下のような疾患を含みます。
脳卒中、脊髄損傷、脳腫瘍、脳症、脊髄炎、神経炎など。

運動器は以下のような疾患を含みます。
脊椎・骨盤・大腿骨などの骨折、人工関節の置換術。

・廃用症候群は以下のような疾患を含みます。
外科手術または肺炎の治療後の安静によるもの。

脳血管 運動器 廃用症候群

全国平均※（2023年度） 6.50 5.60 5.70
当院（2023年度） 8.65 8.09 8.46
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※回復期リハビリテーション病棟の現状と課題に関する調査報告書（2024年3月）
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